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一般廃棄物処理基本計画 目標値

三島市のごみ量の推移

平成 29年度（2017年度） 

1人 1日当たりのごみ排出量 

自治体名 人口（人） ごみ排出量（g） 

掛川市 117,878 637 

藤枝市 146,190 668 

磐田市 170,523 747 

富士市 254,985 785 

焼津市 140,189 804 

沼津市 197,586 853 

浜松市 807,199 873 

三島市 111,095 912 

富士宮市 133,789 917 

静岡市 706,839 928 

県平均  878 

国平均  920 

 ※ 静岡県内人口 10万人以上の都市のみ抜粋 
 一般廃棄物処理実態調査（平成 29年度調査結果）より 

 

市全体のごみ総量は、市民や事業者の皆さまのご理解とご協力により

年々減少しています。 

市民１人１日当たりのごみ排出量も年々減少し、平成２９年度（２０

１７年度）には国の平均を下回りました。 

しかし、県内の人口１０万人以上の１０都市の中では、多い方から３

番目であり、県平均よりも３４ｇも多い状況です。 

そのため、更なるごみの減量が必要です。 
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一般廃棄物処理基本計画 目標値

三島市の資源化量の推移

平成 29年度（2017年度） 

ごみのリサイクル率 

自治体名 人口（人） リサイクル率（%） 

沼津市 197,586 24.9 

焼津市 140,189 22.5 

浜松市 807,199 19.2 

掛川市 117,878 19.2 

富士宮市 133,789 18.9 

藤枝市 146,190 17.8 

磐田市 170,523 14.8 

静岡市 706,839 14.2 

三島市 111,095 13.9 

富士市 254,985 12.9 

県平均  18.1 

国平均  20.2 

 ※ 静岡県内人口 10万人以上の都市のみ抜粋 
 一般廃棄物処理実態調査（平成 29年度調査結果）より 

資源化量は年々減少し、それに伴い、リサイクル率も低下しています。 

これは、近年の情報通信技術の進展により、市民の皆さまの紙離れが

加速したこと、市の収集に出さずに、スーパー等の店頭回収や古紙業者

の拠点回収を利用するようになったこと等が主な要因と考えられます。 

しかし、燃えるごみの中には、まだ多くのリサイクルできるごみが含

まれていますので、それらを適正に分別し資源化することが必要です。 

※ リサイクル率＝総資源化量（集団回収量を含む）÷総ごみ量（集団回収量を含む） 

ごみの減量や分別にご協力いただき、ありがとうございます。 
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右の表は、集積所に排出された燃えるごみの組成分析調査の結果 
ですが、厨芥類（生ごみ）が湿重量の約５０％を占めています。その

ため、ごみの減量には、生ごみの減量が最も効果的です。 
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厨芥類（生ごみ） 紙類

繊維類 ゴム・皮革製品

木類 プラスチック類

不燃物 その他

厨芥類 

（生ごみ） 

 

①生ごみの水切りを行う。 

 生ごみの約８０％は水分と言われています。 

流し台や三角コーナーに溜まった生ごみの水 

切りを行うだけでも、ごみの減量に大変効果 

があります。 

②生ごみを堆肥化する。 

 生ごみを「コンポスト」や「ぼかし容器」等 

で堆肥化すれば、ごみとして出さずに済み、 

衛生面でも効果的です。 

市では、それらの普及を図るため、無償で貸出 

を行っています。（詳しくは、清掃センターまでご連絡ください。） 

③食品ロスを減らす。 

日本で１年間に排出される食品ロスは、約６４３万トン（平成２８年度推計値 ※環境省ＨＰより）と 
言われており、これは日本人全員が、毎日お茶碗約１杯分のご飯を捨てている量に匹敵します。 
食品ロスを減らせば、生ごみが減るだけでなく、家計への負担も減らすことができます。 
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組成分析調査の結果を見ると、集積所に排出される 
燃えるごみの中には、紙類が湿重量で約２６％含まれています。 
またこの内、リサイクルできる紙類は約１４％（約２，９００トン）

含まれており、その中でも、ミックス古紙が９．３％（約２，０００

トン）含まれています。 

紙類 25.9％の内訳 

新聞・広告 2.7 牛乳等紙パック 0.3 

雑誌・書籍 0.8 ミックス古紙 9.3 

段ボール 0.8 合計 13.9 

リサイクルできない紙（ティッシュ等） 12.0 

 

 

燃えるごみの組成分析調査結果（湿重量％） 

平成 29年度実施 

燃えるごみの組成分析調査結果（湿重量％） 

平成 29年度実施 

新聞・広告 雑誌・書籍 段ボール 

牛乳等紙パック ミックス古紙 

 

＜ご家庭で発生する主な食品ロス＞ 

・料理の作りすぎ等による食品の食べ残し ・野菜の皮等（可食部分）の取り除きすぎ 

・食品の買いすぎ等による賞味・消費期限切れ 
 

紙ひもで束ねる 紙ひもで束ねる 紙ひもで束ねる 

紙ひもで束ねる 
《ミックス古紙の出し方》 

・紙袋に入れる 

・紙箱に入れる 

・新聞紙に包む 

・透明なビニール袋に入れる 
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組成分析調査の結果を見ると、集積所に排出される 
燃えるごみの中には、紙類が湿重量で約２６％含まれています。 
またこの内、リサイクルできる紙類は約１４％（約２，９００トン）

含まれており、その中でも、ミックス古紙が９．３％（約２，０００

トン）含まれています。 

紙類 25.9％の内訳 
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・料理の作りすぎ等による食品の食べ残し ・野菜の皮等（可食部分）の取り除きすぎ 

・食品の買いすぎ等による賞味・消費期限切れ 
 

紙ひもで束ねる 紙ひもで束ねる 紙ひもで束ねる 

紙ひもで束ねる 
《ミックス古紙の出し方》 
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右の表は、集積所に排出された燃えるごみの組成分析調査の結果 
ですが、厨芥類（生ごみ）が湿重量の約５０％を占めています。その

ため、ごみの減量には、生ごみの減量が最も効果的です。 
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現在、市内の１０箇所の自治会や町内会では、古紙業者と直接契約を結び、市（委託

業者）が収集していた時と同様に、集積所に出された古紙等を古紙業者に無料で収集し

ていただいています（月２回）。 

また、収集された古紙等は、資源物として古紙業者に買い取っていただき、売払い金

を会の貴重な運営資金に充てています。 

集団回収のメリット 

資源ごみの集団回収を始めてみませんか？ 

 集団回収に興味がある自治会や町内会がございましたら、廃棄物対策課

（電話：971-8993）までご連絡ください。 

 実施方法や注意点、契約までの流れなどをご説明し、実施までのお手伝い

をさせていただきます。 

※古紙業者等との契約、住民への周知活動、開始後の違反ごみ（時間外搬出等）

の対応は、自治会や町内会で行っていただく必要があります。 

売払い金が入り、会の運営資金に充てることができます！ 
自治会・町内会 

のメリット① 

さらに！市の集団回収報奨金制度を利用すれば、売払い金 

のほかに報償金も入ります！！ 
自治会・町内会 

のメリット② 

集団回収が増えれば、その地域の収集が不要となるため、 

収集運搬コストの削減につながります。 
市のメリット① 

集団回収を行っている寿町と大社町の実績をご紹介します。 

◆寿町（平成３０年４月から平成３１年３月まで） 

新聞 雑誌 ダンボール 牛乳等紙パック ミックス古紙 合計 

2,410㎏ 1,270㎏ 2,930㎏ 0㎏ 2,470㎏ 9,080㎏ 

売払い金： 71,310円 報償金：62,910円（平成 30年度申請分） 

◆大社町（平成３０年４月から平成３１年３月まで） 

新聞 雑誌 ダンボール 牛乳等紙パック ミックス古紙 アルミ缶 合計 

17,120㎏ 9,130㎏ 7,570㎏ 250㎏ 5,240㎏ 1,030㎏ 40,340㎏ 

売払い金：368,950円 報償金：191,890円（平成 30年度申請分） 

集団回収する自治会や町内会で、資源化に対する意識が高 

まり、燃えるごみの減量につながります。 
市のメリット② 




